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　会長　　辻本健一

　誠に目出度くも３０周年を迎えました、おめでとうございます。

先達の方々、諸先輩および会員一同、お祝いしたいと思います。

まろにえ会は１９９５年（平成７年）に創立され、２０２５年

３月（令和７年）をもって満３０年を迎えました。

関係される団体や皆様には多くのご支援をいただきましたことに

改めて、感謝しお礼を申し上げます。

　この３０年、振り返ってみますと多岐多様の出来事がありました。

〇地震等の自然災害（Ｍ７以上の地震は７回発生）　〇地球温暖化と環境の変化

〇新型コロナウイルス等の感染症禍等々、甚大な被害が発生しました。

また、〇ＳＤＧ’ｓへの取組　〇食料問題　〇人口減少や高齢化　〇医療の知見

・技術の進歩と課題　〇ＳＮＳサービス・生成ＡＩの活用　〇特殊詐欺　〇宗教

に関わる事件等は、被害や不安を広く国民に与え、影響を及ぼしています。

　一方で　〇ノーベル賞の受賞　〇オリンピックのメダル獲得　〇野球の記録的

な活躍と殿堂入り　〇ゴルフ・囲碁の世界大会での優勝　〇将棋の連勝記録　

〇映画等の世界的コンクールでの受賞等々、国中が沸き立ち感動と元気を貰いま

した。

　以上は国内の一例ですが、災害や事件への対策、地球規模の課題、社会構造の

変化や多様性の尊重等、時代は大きく変遷しており国を挙げての取組が必要です。　

なかでも、若い世代の活躍により明るい未来となることを期待しています。

　まろにえ会は、会員数や訪問先、活動内容の変化はあるものの、先達の方々の

創意工夫と熱意により築かれた礎は現在も受け継がれています。

会員は９０歳超の方々を筆頭に元気に活躍されていますが、新会員の加入は必要

です。　ただ、世相の変化、環境の変化、ボランティアへの関心度の変化から、

会員の増加や運営には懸念があります。

　今後も、”会の骨格を標榜し、仲間を増やし、会員の特技・知見・経験を発揮

する”ことにより、まろにえ会を継承していきたいと思料しています。

　≪　会の骨格　≫

 〇会員相互の親睦を図り、地域社会に寄与すること

 〇”まろにえ”を意味する、ますます、ろうごを、にこにこ、えがおで、活動

　 すること

 〇ボランティア原則の、自発的に、楽しみながら、活動すること

　個人としては、「不易流行」と「三意」を念頭に活動してまいります。

敬白

『　祝　創立３０周年　』　にあたり
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私とボランティア   08年入会 加藤啓一 

私のボランティア活動のスタートは、東埼玉病院での 

筋ジス患者さんの車椅子外出の手助けでした。 

我々世代の多くの男性は、猛烈社員でなくても会社一筋

で家庭、子供、地域の付合いも全て家内任せでした。 

会社人間を終え、有り余る時間と体力をどうしたものか。 

当時妻が、東埼玉病院で様々なボランティアをしており、 

その中で男性にしか出来ない事もあるのでと誘われました。 

身体の不自由な患者さんを社協の車で、男性の身体介

助を伴う外出の手伝いをする事でボランティアにめざめまし

た。これからもボランティアを続けようとの気持ちが強くなり、生

きがい大学に通い、更に関心も高まりました。学園卒業後は

迷うことなく「まろにえ会」に入会しました 2008年です。当会に

は「ボランティアのデパート」と言われる位、色々なボランティ

アがあり、私自身も 17年間で多くのボランティア活動を体験

できました。その中で、自分で手作りした飛行機が飛んだ時

の園児・学童の笑顔・歓声、けん玉でやっとお皿にのった時

の得意げでうれしそうな子ども達の顔、なつかしい歌を唄って

涙ぐむお年寄りなどに接するたびに、私自身も感動し、喜び

を覚えました。ボランティアは「人のためだけで無い、自分のた

めにも」を実感してきました。     

これからも喜び、生きがいの原動力とも言えるボランティア

活動を可能な限り続けられたらと思っています。 
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       23 期卒  古賀秋生 

25 周年から 5 年 30 周年を迎え時の速さに驚きです。 

２０２０年から 5 年ですがコロナ禍が始まりだんだん 

と人との関わりが制限される様になりボランティア 

活動が制限される期間だったと思います。 

まろにえ会での活動もそうですし安来節同好会、東埼 

玉病院での個人の利用者さんへの読書ページめくりで 

週 1 回とか 2 回伺っていたことなどもいまだに停止の 

ままです。車椅子クリーニングの月 1 回だけは病棟外 

の場所で続けています。 

最近少しづつ吾亦紅での活動も再開されてきまして入 

所様と墨絵教室やものづくりのお手伝いが始まり喜ん 

で貰っています。 

まだまだ全面再開とはいきませんが少しづつでも再開 

していくことを望みます。 

自分も昨年 8 月で８０歳を迎えました。まだ元気に活 

動できそうですので頑張ります。 

まろにえ会の皆様と一緒に頑張りましょう。 



10 

 

  

  

 



11 

 

  

 

 

 



12 

 

  

  



13 

 

  

  

 

 

 

18年入会 山本二三男  

 

 

 

梅の香や 30周年 永遠の友 

（とわ） 
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syuu  
20 年入会   新谷美恵子 

   

     自転車 

 

義父に買ってもらった自転車は、晴れの日は

もちろん、風の日も雨の日も通勤、買い物と

大いに活躍した。 

30 年くらい乗り続けたが、いつしか前かご

は曲がり、車体も傷だらけ、ペダルも空回り。

パンクも何度となくあり、タイヤ交換もした

が、十分乗れた。 

しかし、パンクの度、自転車屋が、「そろそ

ろ買い換えたほうが・・・」 

コロナ禍の頃、パンクの修理にもいけず、と

うとう新車に買い換えた。 

さすが、車体は軽くピカピカ。ライトは自然

につく。 

でも、やっぱり乗りにくい。 

なじまない。あーあ。 

3０周年 
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まろにえの花と実 
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3.会員名簿（２０２５年（令和７年）３月３１日現在） 

 
   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入会

年度 

氏名 

00 北詰 次男 

01 藤原 拓輔 

02 

八重樫 芳男 

山口 寛 

吉田 ヨネ 

04 小島 明儀 

05 

今出 美知子 

川上 高弘 

中村 浩 

満田 征治 

07 佐藤 輝子 

08 

井山 孝 

加藤 啓一 

長澤 昭洋 

09 
工藤 元昭 

早川 健一 

10 篠原 恒 

11 

大友 文子 

恩田 宏三 

黒須 淳一 

古賀 秋生 

堀 久子 

入会

年度 

氏名 

12 鈴木 邦彦 

13 

石黒 庄司 

後藤 志郎 

塩谷 匡子 

14 

江澤 ゆり子 

大場 宏悦 

諧 隆雄 

黒須 愛子 

園田 武 

15 

金子 愛子 

細川 浩之介  

堀内 和男 

16 
辻本 健一 

吉田 敏洋 

17 
小林 信行 

松本 きよ子 

18 
林  博 

山本 二三男 

入会

年度 

氏名 

19 

新井 良 

小松 秀行 

斎藤 邦弘 

佐藤 アサ 

滝澤 與司夫 

原 幸男 

20 
柏木 久子 

新谷 美恵子 

22 

青木 一枝 

柴田 幸子 

竹村 徹夫 

24 

岡野 覚 

相馬 憲章 

浜田 美津江 

濱中 保 

林 英子 

松田 洋子 
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4.資料編 

 

4-１. ボランティア活動への参加人数   

 参加人数（名） 

年 度 20 21 22 23 24 

（1）定期的活動 
絵手紙作成（社会福祉協議会） 

墨絵教室(吾亦紅Ａ・Ｂ ＧＨフローラ蓮田他) 

絵手紙教室（フローラ蓮田） 

ものづくり手伝い（吾亦紅） 

囲碁（聖蹟プライムコート・個人宅他） 

麻雀（グッドタイムリビング埼玉蓮田） 

114 143 157 317 526 

（２）保育園での活動（蓮田市内全７保育園） 
おじいちゃん・おばあちゃんと遊ぼう（0～5歳児） 

その他の活動（クリスマスサンタクロース） 

0 

 

 

0 88 92 153 

（３）小学校・学童、保育所での活動 
ものづくり学習 

その他の催事 

161 63 105 177 178 

（4）東埼玉病院での活動 
3 階病棟（とんたまつりほか） 

車いすクリーニング 

0 41 48 53 107 

（５）フェスティバル等での活動 
子育てでつながろう MiNi フェスタ他 

10 5 51 65 48 

（６）ミニ鉄道模型博 
蓮田市内全保育園 

市主催親子ふれあい村ほか 

20 18 67 61 82 

（７）おたすけ子ども食堂・はすっこ食堂 ━ ━ 8 16 27 

（８）音楽ボランティア 

   フローラ蓮田ほか 

0 0 0 115 107 

（９）その他のボランティア活動 
  といろ（貝塚・黒浜）、蓮田よつば病院ほか 

0 0 37 70 137 

 

※ その他活動への参加人数 

 

（１）ものづくり講習会と事前準備会 
社会福祉協議会 

25 52 58 51 53 

（２）アンダンテまろにえの練習会 
中央公民館、勤労者青少年ホーム 

165 260 414 530 528 
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4-2. 講演会 （定例会後 30 分位で実施） 

 ２０年度 

（回） 

２１年度 

（回） 

２２年度 

（回） 

２３年度 

（回） 

２４年度 

（回） 

健康アラカルト －―― ――― １０ １０ １０ 

会員の講演ほか ――― １０ ３ ４ ０ 

外部者の講演ほか ――― ０ ６ ４ ２ 

楽遊会 ――― ０ １ １ １ 

 

4-3. 親睦事業  

年度 実施日 事業内容 参加者

（名） 

担当幹事 

20 10/2 グラウンドゴルフ 22 30 年卒 

3/26 グラウンドゴルフ 23 31・02 年卒 

21 12/2 グラウンドゴルフ 26 28・30・02 年卒 

3/30 グラウンドゴルフ 25 31 年卒 

22 11/24 グラウンドゴルフ 29 今出・恩田 

23 

 

１２/７ 鉄道博物館見学（大宮） 23 新井・竹村 

１/２２ 新年会（岩槻・仁屋） 37 篠原・加藤・小林 

３/２８ グラウンドゴルフ 20 黒須（淳）・鈴木

（邦）・園田・堀内 

24 7/22 暑気払い（蓮田・魚庄本店） 43 吉田・川上 

11/7 鈴本演芸場で寄席を楽しむ会 22 新谷・後藤 

1/27 新年会（白岡・うなぎの米屋） 33 大場・原 

３/27 グラウンドゴルフ 22 

 

八重樫・早川・篠原・

加藤 
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4-4. HP にあるいくつかの写真 

 

   
     

  

 

 

          

 

 

   

 

 

 

 
        

     
  

 

 

 

ものづくり（黒浜小学校） 

密にならないよう細心の

注意 20.11 

コロナ禍でもグラウ

ンドゴルフはめげて

いません。21.3 
 

コロナ禍でももう

一度グラウンドゴ

ルフ 21.12 

まだコロナ禍の影響 

（黒浜西小学校） 

ものづくり教室前の検温

風景 22.1 

5 年ぶりの暑気払い

24.7 

勾玉作り(黒浜小

学校) 22.11 

ミニ鉄(中央保育園)、人気

の車両ドクターイエロー

が。23.8 

上野鈴本演芸場で寄席を

楽しみました 24.11 
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4-5. 会員数・定例会出席状況     
   

年度 会員数 

（名） 

回 数 出席総数 

（名） 

出席率 

（％） 

20 69 ８ ４００ 73.5 

21 62 １０ ４２０ 67.7 

22 53 １２ ４７９ 75.3 

23 56 １２ ４７８ 71.1 

24 57 １２ ５０８ 74.3 

 （注）20年２１年度はコロナ感染症の影響により開催回数が減少 

 

4-6. 歴代会長 

 会長名 在任期間 

初 代 佐藤 知信 1995～1996 

第２代 根本 孝道 1997～2002 

第３代 清水元太郎 2003～2005 

第４代 菊    正勝 2006～2008 

第５代 中村  浩 2009～2015 

第６代 加藤  啓一 2016～2018 

第７代 恩田 宏三 2019～2021 

第８代 辻本 健一 2022～ 

 

4-7. 直近５年間の役員      
 

年度 会長 副会長 会計 監事 

20 恩田 宏三 

黒須 淳一 

片寄 賢二 

辻本 健一 

金子 愛子 

林  博 

篠原 恒 

村本 淑子 

21 恩田 宏三 

黒須 淳一 

片寄 賢二 

辻本 健一 

松本きよ子 

林  博 

 

青木 哲夫 

藤本 裕司 

22 辻本 健一 

黒須 淳一 

林  博 

斎藤 邦弘 

黒須 愛子 

新井  良 

古賀 秋生 

金子 愛子 

23 辻本 健一 
林  博 

齋藤 邦弘 
新井  良 

黒須 愛子 

細川浩之介 

24 辻本 健一 
斎藤 邦弘 

新井 良 
吉田 敏洋 

江澤ゆり子 

堀内 和男 
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5. 編集後記 

 まろにえ会30周年記念行事のため「30周年記念行事準備委員会」が設立され、

その中で「祝宴部会」と「記念誌部会」に分かれて検討してきました。 

記念誌部会では、いろいろ検討した結果、２５周年記念誌と同様、はがきサイズで、

全員に書いてもらうことにしました。 

ところで、この５年間の前半はコロナ感染拡大により、緊急事態宣言が何度か発令さ

れ、各種行事が中止になり、2020年東京オリンピックも１年延期で開催されるな

ど、感染症の怖さを思い知りました。ようやく2023年５月に５類に緩和され、少し

づつ活動が出来るようになりました。 

また、2022年 4月には会則を一部改正し、入会基準を「彩の国いきがい大学伊奈学

園の卒業生」を削除し、一般の方を対象に入会できるように緩和され、これによって

数名の方が入会され現在に至っております。 

この度、30周年にふさわしい立派な記念誌が出来たと思っています。これもひとえ

に記念誌部会員の一方ならぬご尽力があったからと、皆さんに心から感謝申しあげま

す。                        （大場記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【30周年記念行事準備委員会】 

会   長 辻本 健一 

準備委員長 大場 宏悦 

祝宴部会  部会長 新井 良 

      委 員 岡野 覚  松本きよ子  柏木 久子  新谷 美恵子 

記念誌部会 部会長 原 幸男   

      委 員 斎藤 邦弘  滝澤與司夫  浜田美津江  林 英子 

          松田 洋子 

 

  



24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

まろにえ会 30 周年記念誌 
 

発行 2025 年（令和 7 年）5 月 26 日 


